


環福連携
地域の環境整備事業を手掛ける㈱都
市環境緑化と障害福祉分野、そして
行政とが連携をし、環境整備事業を
通しての障害者の地域参加、地域貢
献を図っていく取り組み。

を掲げる都市環境緑化が障害福祉
サービス事業所浦田の里（通所）の
就労継続支援B型と連携し、村上市環
境課とも協力しながら推進している。

都市環境緑化や行政から浦田の里が
作業の委託を受けることで、事業所
に通う利用者の所得向上にもつな
がっている。

就労継続支援B型とは

障害や難病のある方のうち、年齢や
体力、障害の程度などの理由から、
一般企業等で働くことが困難な方が、
軽作業などの就労訓練を行うことが
できる福祉サービス。
作業で得た利益はすべて利用者の
工賃（≒給料）として支給している。

浦田の里の就労継続支援B型は、
そのために必要な社会性の獲得はも
ちろん、障害があっても「地域の一
員として活躍する」ことを目指し、
様々な人とのかかわりを大切にしな
がら利用者一人ひとりが意欲的に活
動できるよう支援している。



緑地整備作業
村上市内の様々な場所に出向き、伸
びた雑草を刈り、集め、花壇を整え
る作業をおこなっています。

地域の方々が気持ちよく過ごせ
るよう環境を整備する

「きれいになったね」「ありがとう」
という地域の方たちからの言葉に喜
びを感じながら、都市環境緑化の皆
さんと共に、利用者達が張り切って
作業をしています。

環福連携 case1



EM菌の活用

Effective（有用な）Microorganisms（微生物群）と呼ばれる乳酸菌
や酵⺟、光合成細菌など、どこにでもいる微生物の集合体であるEM
菌は、腐敗菌の抑制や有機物の発酵分解を促進する効果があるとされ、
都市環境緑化では河川の水質改善や臭気対策としてこれまで積極的に
活用を進めてきました。
そのEM菌を土壌環境の改善にも活用の幅を広げるべく、令和4年から
浦田の里と協力し、EM菌を使った野菜作りをスタートしました。
農薬や化学肥料に頼らない方法で枝豆や里芋を栽培し、収穫した野菜
をみんなで一緒に食べ、交流を図っています。

環福連携 case2



令和6年度から、村上市環境課より委託を受け、
瀬波・岩船地区の公園トイレ清掃業務を浦田の里
が行なっています。
地域のみなさんに清潔なトイレを気持ちよく
使っていただくことを第一に考えながら、
丁寧な作業を心掛けています。

と、利用者たちはこの仕事に胸を張ります。

地道な作業ではあるけれど…
自分たちの仕事が陰ながら
地域の役に立っているんだ。

環福連携 case3

地域の環境を整備する



障害者のひと月の工賃は
いくらだと思いますか？

（就労継続支援B型の場合）

令和5年度
新潟県平均
(全273施設)

令和5年度
浦田の里平均

20,040円 22,684円

環福連携開始前と現在
平均工賃額の推移
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開始

浦田の里
1か月あたりの平均工賃額
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行政との
連携開始

184%UP

令和6年度上半期
（4月〜9月期）

工賃実績

31,913円



環境のために
地域のために
自分たちのために

障害があっても当たり前に働き、暮らし、人や地域にかかわる…
ハンディキャップがあっても、ちょっとのサポートがあればそれが叶う。
そんな当たり前がこの村上全体に広がるように
都市環境緑化と浦田の里と村上市環境課はこれからも協力しあい、
「環福連携」の関係を発展させていきます。


